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’

心
理
學
的
研
究
の
目
的
は
、
如
何
な
る
條
件
の
下
に
、
如
何
な
る
反
唯
が
起
る
か
花
規
定
す
る
法
則
左
求
め
る
こ
と
に
あ
る
。
特
に
資

験
的
研
究
に
於
て
は
測
定
に
よ
っ
て
、
此
等
條
件
及
び
反
脳
花
批
的
に
表
わ
す
た
め
に
努
力
が
桃
わ
れ
る
。
測
定
さ
れ
る
條
件
の
中
、
外

的
の
も
の
は
刺
戟
鍵
數
の
（
陣
冒
巳
扇
ぐ
胃
菌
匡
①
）
、
内
的
の
も
の
は
有
機
総
鍵
数
○
（
○
畠
四
日
の
目
許
ｏ
ぐ
・
）
と
云
い
、
又
反
鵬
に
對
す

る
も
の
は
反
脳
鍵
數
内
角
の
８
目
印
①
ぐ
．
）
と
呼
ば
れ
る
。
の
の
中
で
も
佃
髄
に
近
い
も
の
は
印
〕
（
呼
○
×
目
巴
ぐ
．
）
、
佃
髄
か
ら
速
い

も
の
は
の
ロ
（
目
伽
圃
』
ぐ
・
）
と
瞳
別
す
る
。
更
に
の
ロ
の
中
で
も
、
二
次
的
な
も
の
は
〃
６
○
ぐ
の
昇
臼
降
巴
ぐ
．
）
と
す
る
。
例
え
ば
、

或
る
人
間
な
見
る
場
合
、
自
分
の
眼
に
映
す
る
そ
の
人
の
網
膜
像
は
り
で
、
そ
の
人
の
姿
勢
と
か
容
貌
は
ぎ
に
織
り
、
又
そ
の
人
の

知
能
と
か
性
格
は
め
ｏ
に
相
街
す
る
。
○
に
就
い
て
も
、
佃
髄
に
つ
い
て
一
時
的
の
も
の
、
低
鍵
數
（
“
は
画
昌
目
号
の
妓
初
の
母
昔
）

と
、
比
較
的
永
縦
的
の
も
の
、
匡
鍵
数
（
口
は
母
集
幽
冒
冒
］
島
○
口
の
中
央
の
母
音
、
母
集
團
に
關
係
す
る
意
味
で
）
と
に
瞳
別
す
る
。

以
上
は
鍵
數
逓
、
佃
総
と
の
部
位
的
關
係
に
よ
っ
て
分
類
し
た
が
、
疫
験
の
際
の
役
割
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
も
出
來
る
。
即
ち
資

験
の
妓
初
の
條
件
花
規
定
す
る
も
の
を
獅
立
鍵
欺
〆
負
目
８
の
目
の
貝
ぐ
．
）
と
云
い
、
最
後
に
槻
測
さ
れ
る
も
の
を
從
囲
愛
數
昌
ｅ
①
‐

心
那
鰯
た
於
け
る
方
法
論
の
愛
遜

心
理
學
に
於
け
る
方
法
論
の
蕊
遷

一
、
心
理
學
的
研
究
に
於
け
る
基
本
的
見
地

ｌ
特
に
知
畳
の
蛮
験
に
就
い
て
Ｉ
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、

で
①
ａ
①
具
ぐ
．
）
と
呼
錘
。
又
凶
作
目
と
滋
結
合
す
る
も
の
荘
媒
介
鍵
數
冨
（
冨
の
昌
呉
冒
頭
ぐ
．
）
、
Ｘ
に
伴
っ
て
胃
を
決
定
す
る
よ
う

な
も
の
を
近
接
鍵
欺
Ｚ
（
ｚ
①
肩
ｇ
ｏ
Ｈ
旨
ぬ
ぐ
．
）
と
呼
ぷ
。
例
え
ば
、
物
艘
の
大
き
さ
（
〆
）
と
、
此
の
知
受
的
表
債
ｑ
）
と
還
結
合
さ
せ
る

網
膜
鮫
は
言
に
懲
り
、
又
岡
形
中
の
線
分
の
長
さ
を
比
較
す
る
際
、
そ
の
線
分
の
川
附
の
面
稜
の
如
き
は
、
ｚ
に
相
営
す
る
も
の
で
あ

さ
て
、
簸
初
に
記
し
た
よ
う
に
、
心
理
學
Ｑ
特
に
奮
験
的
研
究
の
目
的
は
、
此
等
鐙
数
間
に
両
Ⅱ
雨
（
ｐ
ｇ
或
は
望
Ⅱ
【
（
Ｘ
）
の

よ
う
な
函
数
的
關
係
を
見
出
す
こ
と
に
あ
る
が
、
具
髄
的
な
研
究
に
樹
面
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
鍵
数
花
幾
つ
選
ぶ
べ
き
か
、
又
選
ば

れ
た
鍵
數
に
は
如
何
様
に
塗
化
（
ぐ
閏
一
胃
一
○
口
）
を
典
え
る
べ
き
か
、
同
時
に
又
諸
鍵
欺
間
に
は
如
何
な
る
共
鍵
化
６
ｏ
‐
ぐ
胃
冨
は
○
口
）
逓

與
え
る
べ
き
か
、
更
に
又
測
定
の
結
果
は
如
何
に
虚
理
す
べ
き
か
等
の
諏
窮
な
問
題
が
起
る
。
此
等
の
基
本
的
見
地
は
、
資
験
心
理
學
の

（
Ｂ
ａ
）

歴
史
に
於
て
、
種
共
の
鍵
遜
を
見
た
の
で
あ
る
。
本
稲
の
目
的
は
、
此
の
跡
を
眺
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
プ
ル
ン
ス
ウ

ィ
ッ
ク
（
陣
目
叫
昌
穴
・
国
．
）
の
扱
近
の
諭
垂
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
。

氏
は
、
知
髭
の
領
域
に
於
一
」
、
方
法
論
的
鍵
避
花
代
表
す
る
典
型
的
の
蛮
験
と
し
て
、
Ａ
ゴ
ル
ト
ン
氏
バ
ー
（
の
巴
８
口
９
門
）
、
Ｂ
ミ

ュ
ル
ラ
ー
・
リ
ー
ル
氏
銑
祝
、
Ｃ
物
の
価
常
性
角
言
畠
‐
８
３
国
ロ
ｇ
）
及
び
Ｄ
罵
厩
に
よ
る
特
性
の
判
定
の
四
極
淀
上
げ
て
居
る
。
此

等
の
中
初
の
三
者
は
、
い
づ
れ
も
線
分
の
長
さ
の
比
較
に
開
し
た
没
駿
で
あ
り
、
最
後
の
も
の
は
、
比
較
的
新
し
い
研
究
部
門
で
あ
る
吐

會
的
知
兇
⑦
ｏ
ｎ
菌
』
月
月
の
耳
』
○
口
）
に
關
し
た
没
駄
で
あ
る
。
先
ず
次
節
に
於
て
、
此
等
の
演
験
に
つ
い
て
概
槻
し
、
最
後
の
節
で
此

等
左
比
較
老
擁
し
よ
う
と
思
う
。

る
○

心
邦
皐
に
於
け
る
方
法
論
の
鎚
遥

二
、
知
壁
の
領
域
に
於
け
る
典
型
的
蛮
嶮
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I

此
は
、
古
典
的
な
糀
祁
物
理
學
的
滋
嶮
と
し
て
有
名
な
も
の
で
あ
る
。
水
平
に
置
か
れ
た
性
質
均
一
な
。
ハ
ー
が
あ
っ
て
、
此
の
上
に
三

つ
の
洲
子
（
農
８
吋
）
が
附
い
て
居
る
。
今
左
側
の
二
簡
滋
固
定
し
、
右
側
の
淵
子
溌
動
か
し
て
、
中
間
の
滑
子
か
ら
雨
側
の
洲
子
ま
で

が
等
し
く
な
る
よ
う
な
熟
を
求
め
る
髄
鹸
で
あ
る
。
此
の
場
合
、
異
っ
て
居
る
の
は
、
櫟
準
刺
戟
ｚ
”
目
日
日
画
』
①
殉
①
厨
左
側
二
箇

の
洲
子
間
の
距
離
）
と
、
鍵
化
刺
戟
ぐ
詞
Ｑ
胃
〕
号
の
』
①
罰
①
一
国
右
側
二
簡
の
滑
子
間
の
距
離
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
條
件
は
す
べ
て
同

一
に
保
た
れ
る
。
猫
立
愛
數
は
ｚ
両
の
長
さ
で
あ
っ
て
、
從
凪
塗
数
は
、
被
嶮
者
に
よ
っ
て
ｚ
詞
と
等
し
い
と
知
琵
さ
れ
た
長
さ
、
即
ち
主

籾
的
等
価
勺
の
因
（
勺
。
旨
計
ｏ
ｍ
ｍ
ｇ
－
の
。
堂
ぐ
①
の
呂
鼬
胃
昌
）
で
あ
る
。
蛮
験
の
結
果
は
、
差
異
閾
ロ
伊
（
己
氏
①
刷
①
ｐ
８
屋
日
ｇ
・
己
厨
Ⅱ
も
の
因
ｌ

ｚ
酉
と
し
て
、
又
は
開
国
注
区
似
測
定
し
て
、
此
等
の
値
の
標
準
偏
差
の
ロ
（
聾
四
目
胃
旦
号
ぐ
胃
一
目
）
と
し
て
示
さ
れ
る
。
此
の
種

（
１
ａ
）

の
古
典
的
研
究
に
於
て
は
、
仙
人
差
の
問
題
は
出
來
る
だ
け
避
け
、
．
般
化
さ
れ
た
人
間
の
精
祁
」
な
取
り
扱
う
こ
と
が
目
指
さ
れ
た

の
で
、
測
定
に
際
し
て
の
愛
動
ａ
間
芦
号
罠
ご
）
と
淌
却
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
誤
差
統
計
（
陣
８
門
の
冒
蔚
胃
切
）
と
深
い
關
連
通

も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
か
、
る
研
究
が
、
糀
祁
物
理
學
Ｑ
ハ
ッ
ク
余
－
ン
滋
な
す
ウ
ェ
ー
ベ
ル
・
フ
ェ
、
不
ル
の
法
則
（
言
の
胃
刷
蜀
①
。
ｇ
の
門

莅
司
）
た
生
ず
る
結
果
と
な
っ
た
。

ゴ
ル
ト
ン
氏
や
ハ
ー
の
渡
験
で
代
表
さ
れ
る
古
典
的
糒
祁
物
理
學
的
疫
験
は
、
い
づ
れ
も
系
統
的
（
聾
の
庁
①
日
曾
〕
。
）
且
つ
一
元
的
（
〔
旨
芦
‐

口
目
の
口
叩
芦
○
愚
一
）
で
あ
る
が
、
次
の
二
例
Ｂ
及
び
Ｃ
は
、
同
様
に
系
統
的
で
は
あ
る
が
、
多
元
的
（
冨
巳
庁
目
白
①
ロ
の
旨
愚
』
）
た
鮎
で
異
る
。

心
狐
畢
に
於
け
う
方
法
論
の
愛
遜

Ａ
ゴ
ル
ト
ン
氏
や
ハ
ー
の
滋
験

Ｂ
ミ
ュ
ル
ラ
ー
・
リ
ー
ル
氏
鈴
視
の
蛮
験
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○
国
『
〉
○
国
で
あ
る
○

以
上
の
郡
か
ら
○
画
の
値
は
、
前
記
の
画
愛
欺
に
作
用
さ
れ
る
こ
と
は
明
と
な
っ
た
が
、
練
禰
效
果
も
亦
分
析
的
態
度
と
同
様
、
○
画

（
蛆
覗
）

を
殆
ん
ど
零
に
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
尚
○
回
は
ロ
鍵
数
に
よ
っ
て
も
鍵
化
す
る
Ｊ
サ
ー
ス
ト
ン
角
冒
刷
８
国
①
》
Ｆ
ｇ
は
、
約
二

心
那
畢
に
於
け
る
方
法
論
の
愛
遷
四
一
九
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の

値
へ

事
は
、
岡
山
中
の
鮎
絲
で
示
し
た
斜
線
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
斜
線
の
付
近
は
、
次
の
諸
態
度
で
の
勺
の
国

の
値
（
一
六
名
に
つ
い
て
の
平
均
）
花
示
し
て
居
る
。
態
度
は
、
長
さ
に
注
意
弓
面
秋
に
注
意
宙
及
び
剛
者
の
混
合
。
ａ
霞
吊
①
）

で
、
史
に
此
等
と
組
合
せ
て
、
全
鴨
に
注
意
弓
（
３
９
行
‐
Ｒ
Ｈ
８
冒
畠
）
及
び
部
分
に
注
意
し
買
冒
Ｈ
国
、
巳
呉
旨
巴
を
考
え
て
、
結
仙

五
種
類
の
態
度
が
と
ら
れ
た
。
此
等
の
結
果
、
蜀
鎚
数
は
Ｆ
鍵
欺
よ
り
有
力
に
作
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
絶
對
仙
に
つ
い
て

、 ＝書凝:銭多多〆ノ

ミ ／ 、､廷､、 、、
VR 屍F
4256

噌口，
画面

Ｒ
０５

Ｎ
Ｉ

》

固{1〕 ミュlLラーリーI唯諾覗f1更騨

此
の
愛
験
も
、
Ａ
と
同
様
二
本
の
線
分
の
比
較
で
剛
凹
に
見
る
よ
う
に
、
ｚ
詞
に
は
内
側
に
向
う
斜
線
が
、
ぐ
門

に
は
外
側
に
向
う
斜
線
が
附
い
て
居
る
。
此
の
場
合
、
獅
立
鍵
数
は
、
ｚ
詞
の
長
さ
闇
で
あ
る
が
、
此
と
斜
線
と
で

園
ま
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
而
積
句
（
浮
旨
哩
局
閏
①
四
）
も
、
前
記
の
近
接
鍵
數
ｚ
の
一
つ
と
し
て
右
力
に
作
用
す
；

る
。
此
の
意
味
で
此
の
筏
嶮
は
多
元
的
な
の
で
あ
る
。

錐
視
趾
は
、
前
記
己
臼
と
同
様
な
枢
常
誤
差
○
国
（
９
画
鼻
自
骨
の
胃
○
儲
．
○
国
Ⅱ
硯
画
ｌ
ｚ
丙
）
で
表
わ
さ
れ
る
。

マ
リ
ア
ン
ヌ
・
ミ
ュ
ル
ラ
吋
一
冨
筐
』
閂
．
冨
．
）
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
（
剛
艸
参
照
）
被
験
者
が
尚
巾
な
態
度
で
比

較
し
た
場
合
、
一
六
名
に
つ
い
て
の
平
均
は
、
○
両
Ⅱ
ｇ
日
日
で
ｚ
詞
色
ｇ
日
日
）
の
約
三
三
％
に
樹
り
、
可
成

り
大
き
い
。
此
は
ｚ
鍵
倣
で
あ
る
句
の
作
用
に
よ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
○
国
の
他
は
、
ｚ
詞
と
斜
線
と
．

の
な
す
角
度
が
９
Ｊ
・
急
。
、
ぢ
。
、
鼠
。
》
と
減
少
す
る
に
つ
れ
て
、
直
線
的
に
坤
加
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
一
」
居
る
。
．

又
重
要
な
率
震
は
、
此
の
比
較
に
於
て
、
態
度
（
鷺
昌
且
の
）
が
、
結
果
に
大
い
に
開
係
す
る
こ
と
で
あ
る
。
此
の



先
ず
大
さ
の
恒
常
性
に
開
す
る
狂
験
に
つ
い
て
考
え
る
。
前
の
Ａ
・
Ｂ
の
涜
嶮
で
は
、
比
較
さ
れ
る
二
線
分
、
ｚ
両
と
ぐ
詞
は
共
に
詞
；

被
験
者
か
ら
等
距
離
に
あ
っ
た
が
、
此
の
変
験
で
は
、
ぐ
宛
と
里
屈
の
距
離
は
等
し
く
な
い
（
岡
②
参
照
）
。
被
聡
者
は
、
ｚ
宛
と
憂

さ
が
等
し
い
と
知
挺
さ
れ
る
ぐ
両
滋
求
め
る
の
で
あ
る
。
前
の
二
変
験
で
は
、
ｚ
”
と
ぐ
詞
が
被
駿
考
か

８

尋
Ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
！
’
零
、
〃
一
心
一
一
｜
Ｉ
｜
・
↑
Ｅ
、
。
、
／
、
〃
”
｜
、
’
″
」
。
。
Ｉ
ｒ
‐
℃
“
“
‐
ウ
、
“
『
’
ウ

。

。

．

‐

‐

‐

．

！

．

ｉ
・
、
．
‐
，
：
”
？
”
目
、
，
．
ノ
膳
‐
．
‐
‐
も
．
：
↓
』
．
罰
‐
〃

Ｐ
Ｖ

ら
等
距
離
に
あ
る
た
め
、
鍵
欺
国
ｓ

心
洲
畢
に
於
け
る
方
法
論
の
墾
遜
四
二
○

（
Ｊ
端
）

○
○
名
の
畢
生
に
つ
い
て
、
○
国
の
他
は
、
男
子
上
り
女
子
に
つ
い
て
や
囚
大
な
る
こ
と
花
發
見
し
た
。
ピ
ン
ト
ナ
ー
及
び
ア
ン
ダ
ー
ス
￥

（
勺
旨
目
①
獄
、
閑
．
四
目
Ｐ
目
閂
の
目
》
旨
・
）
は
、
○
国
の
雌
が
、
成
人
よ
り
兄
童
に
於
て
や
Ｌ
大
な
る
こ
と
遊
報
告
し
て
い
る
。
エ
ー
レ
ン

（
Ｐ
Ｊ
）

シ
ュ
ク
イ
ン
（
国
肖
閏
騨
①
旨
ゞ
弓
．
）
は
七
六
名
の
畢
生
に
つ
い
て
、
理
科
の
者
に
對
し
て
文
科
の
着
は
、
○
国
の
値
が
二
五
％
商
か
つ
た
‐

乙
と
荘
認
め
て
居
る
。

、

SLL牛止 8
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Ｏ
物
の
恒
常
性
に
開
す
る
岱
験

ｏ
島
の
厨
①
、
此
の
場
合
は
線
分
の
長
さ
）
が
等
し
け
れ
ば
、
鍵
数
勺

亀
ｇ
ｍ
ｇ
さ
但
口
巴
○
吋
弓
ｇ
８
閂
画
冒
言
の
厨
①
》
網
膜
機
の
長
さ
）
も
亦
等
し
く
な
り
、
此
の
逆
も
成
立
す
る
〃

が
、
此
の
置
鹸
で
は
、
ｚ
両
と
ぐ
宛
の
被
験
者
か
ら
の
距
離
が
異
る
た
め
に
、
鍵
数
国
と
勺
と
の
間
に
は
、

此
の
よ
う
な
關
係
が
成
立
し
な
い
。
即
ち
ｚ
宛
と
ぐ
内
に
つ
い
て
鍵
数
国
が
等
し
く
て
も
、
桐
は
等
し
く
な
ゞ

ら
な
い
し
、
又
弔
が
等
し
く
て
も
国
は
等
し
く
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
Ｚ
丙
と
ぐ
詞
遊
比
較
す
る
場

合
に
は
、
鍵
数
国
と
嗣
と
は
全
く
分
離
さ
れ
て
闘
争
す
る
状
態
に
あ
る
。
掻
験
の
結
果
に
つ
い
て
見
る
と
、

固
の
方
が
勺
よ
り
も
有
力
で
あ
っ
て
、
ｚ
詞
と
ぐ
詞
に
對
す
る
勺
が
著
し
く
異
る
の
に
は
、
国
は
殆
ど
等
し
・

い
の
で
あ
る
。
即
ち
被
騎
者
か
ら
ｚ
両
と
ぐ
宛
の
距
離
が
異
っ
て
居
り
、
夫
友
の
網
膜
像
の
長
さ
（
或
は
視
》

’



の
冨
月
ｓ
が
保
た
れ
る
の
で
あ
る
。

角
Ｐ
も
）
が
著
し
く
異
っ
て
居
て
も
、
夫
だ
の
線
分
の
長
さ
は
殆
ど
等
し
い
と
知
蝿
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
所
訓
大
さ
の
価
常
性
（
四
国
①
８
口
－

恒
常
性
の
程
度
蓮
示
す
の
に
、
極
常
比
。
（
。
●
ロ
鷲
：
愚
露
●
．
。
Ⅱ
沖
守
が
鵬
い
ら
れ
る
。
此
の
式
で
、
『
は
被
雛
着
の
反
雄

（
Ｈ
①
叩
ｐ
ｏ
ｐ
い
の
）
即
ち
、
ｚ
宛
と
等
し
い
と
知
品
さ
れ
た
く
弱
の
捜
さ
弓
の
ｇ
で
あ
る
。
此
の
Ｈ
の
値
は
被
験
若
の
態
度
に
よ
っ
て
異

り
、
鍵
数
国
（
長
さ
）
に
注
意
し
た
時
の
値
を
ご
で
、
叉
勺
（
帆
角
）
に
注
意
し
た
時
の
他
を
己
で
一
不
す
と
、
一
般
に
す
〈
己
で
あ

る
。
從
っ
て
○
の
値
も
、
吋
に
ず
荘
用
い
る
か
、
．
口
遊
用
い
る
か
に
よ
っ
て
異
る
の
で
、
夫
だ
○
》
９
な
る
記
號
で
瞳
別
す
れ
ば
、

ｐ
〉
ｐ
〕
と
な
る
。
○
左
計
界
す
る
場
合
、
勺
）
願
門
の
値
壮
そ
の
ま
Ｌ
用
い
ず
に
此
等
の
對
数
遊
と
っ
て
、
』
○
ぬ
祠
〕
」
○
ｍ
い
』
○
頭
『
と
・

し
て
行
う
場
合
が
あ
る
。
さ
て
、
Ｈ
Ⅱ
国
の
場
合
、
即
ち
脱
角
に
全
く
開
係
な
く
、
勺
の
画
が
全
く
ｚ
両
の
大
さ
と
一
致
し
た
場
合
は
、

○
の
公
式
か
ら
明
か
な
よ
う
に
、
○
Ⅱ
程
と
な
る
。
又
Ｈ
Ⅱ
口
の
場
合
、
即
ち
覗
角
に
全
く
支
配
さ
れ
て
祠
の
因
が
決
定
さ
れ
た
場
合
は
．

○
Ⅱ
ｏ
と
な
る
。
一
般
の
場
合
は
、
雨
者
の
間
に
位
す
る
詳
で
あ
る
か
ら
、
○
に
つ
い
て
は
つ
い
○
Ｍ
骨
な
る
制
限
が
考
え
ら
れ
る
。
剛

側
に
つ
い
て
見
る
と
、
被
騎
者
か
ら
の
距
離
の
比
を
房
の
に
し
て
ｚ
閃
と
ぐ
閃
を
世
い
た
場
合
、
国
Ⅱ
、
Ｏ
Ｂ
に
對
し
て
の
勺
印
画

は
、
鍵
救
国
に
注
意
し
た
時
す
Ⅱ
、
・
の
で
、
勺
に
汪
意
し
た
時
ロ
Ⅱ
忌
・
四
と
な
っ
て
居
る
。
從
っ
て
、
此
の
場
合
ｐ
Ⅱ
．
＄
》
Ｐ
Ⅱ
。
＄
、

で
、
前
述
の
よ
う
に
、
線
分
の
長
さ
に
注
意
遊
向
け
る
方
が
そ
の
脱
角
に
注
意
誼
向
け
る
場
合
に
比
べ
て
、
価
常
性
が
よ
く
保
た
れ
る
こ
・

は
、
愛
倣
匝
に
鉦

で
、
前
述
の
よ
う
Ｆ

〈
《
⑪
）

ホ
レ
デ
イ
（
国
○
］
昌
豊
ゞ
国
国
）
は
、
一
○
名
の
被
隣
君
に
つ
い
て
、
床
の
上
に
世
か
れ
た
立
方
髄
の
大
さ
滋
比
較
さ
せ
た
。
ｚ
両
と
》

ぐ
内
の
被
駄
者
か
ら
の
距
離
は
、
夫
為
房
画
．
』
蔭
》
旨
ｍ
・
画
駒
（
距
位
、
）
の
四
つ
の
場
合
に
つ
い
て
行
い
、
結
果
は
、

心
班
學
に
於
け
る
方
法
論
の
篭
遥
四
一
二

と
が
認
め
ら
れ
る
。

§

’
一



表（1）耗々の條件下でのC

（
岸
０
）

ク
レ
ン
プ
フ
ィ
ン
ガ
ー
（
固
の
日
ｇ
畠
①
滝
》
の
。
）
は
形
状
の
価
常
性
（
段
§
の
８
コ
四
国
ロ
Ｑ
）
に
つ
い
て
研
究
し
、
楕
側
形
を
用
い
て

の
結
果
は
、
ｐ
Ⅱ
＆
Ｉ
・
Ｐ
９
Ⅱ
・
唖
ｌ
由
な
る
仙
丞
得
た
。

（
Ｒ
》
）

プ
ル
ン
ス
ゥ
ィ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
大
さ
、
形
状
と
同
様
色
の
価
常
性
ｓ
ｏ
罠
ｏ
『
８
国
印
国
口
昌
）
も
、
大
髄
二
、
一
一
震
甑
か
ら
現
わ
れ
、

一
○
’
一
五
歳
で
預
鮎
に
達
し
、
成
人
に
於
て
は
や
Ｌ
下
降
す
る
こ
と
花
認
め
て
居
る
。
後
に
伽
常
性
の
現
わ
れ
が
大
慨
生
後
六
ケ
月
日

で
あ
る
こ
と
と
幸
ク
ル
イ
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク
（
○
日
弄
叩
冨
口
丙
》
幻
．
）
と
共
に
發
見
し
て
居
る
。

（
帥
）

（
川
）

シ
ー
ハ
ン
（
際
①
①
ｇ
Ｐ
ｍ
．
画
）
は
、
形
、
大
さ
、
形
状
、
色
の
価
常
性
相
互
間
の
州
闘
係
数
は
、
。
一
一
丙
至
・
六
で
あ
る
と
報
じ
て
届

詑
訓
ノ

平均C

雨Il時脱｜単眼帆

.88 1 .88

武嶮の條件

故もよい菩迦な條件二舂蔽
法繼を見る

心
抑
學
に
於
け
る
方
法
論
の
愛
遥

ｐ
Ⅱ
・
器
．
○
℃
Ⅱ
・
舌
で
あ
っ
た
。

池野る制限する符を皿し
て立方催を兄る

自然の薄肌で立方紐を見
る

s' | ･79
73 、74

52
暗室でかすかな正方形を

見る(頭部を動かしても
可）
I同上(頭部をを動かすこ
と種禁じて）

.75

｜ ‘， |~訂了

（
Ⅱ
）

ゥ
エ
ー
パ
ー
（
司
呂
の
Ｈ
・
ｐ
ｐ
）
は
、
大
さ
の
恒
常
性
は
、
内
向
性
の
者
（
冒
陣
ｏ
ぐ
①
鼻
）
よ

り
も
外
向
性
の
者
日
弾
圖
ぐ
の
再
）
に
於
て
商
い
こ
と
花
認
め
一
」
居
る
。

物
の
恒
常
性
に
於
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
安
定
效
果
（
稗
号
旨
刷
呉
旨
ロ
①
蔚
鼻
）
は
、
日
常
生

活
に
於
一
」
も
、
心
理
學
に
於
て
も
極
め
て
根
本
的
蔵
問
題
で
あ
る
。
此
の
よ
う
な
現
象
は
、
勺
の

如
き
鍵
數
の
み
に
よ
っ
て
起
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
冨
鍵
数
の
寄
與
性
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
．

（
《
ｈ
）

れ
る
。
ホ
レ
デ
ィ
は
、
大
さ
の
恒
常
性
に
開
し
て
、
此
の
豫
想
遊
碓
め
る
た
め
に
、
一
○
名
の
被
‐

験
に
つ
い
一
」
表
山
唾
不
す
よ
う
な
一
連
の
貨
鹸
を
行
っ
た
。
被
雛
者
か
ら
ｚ
顔
ぐ
両
ま
で
の
距

離
の
比
は
、
房
哩
及
び
岸
吟
と
し
て
行
っ
た
。

此
の
結
果
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
目
鍵
數
と
制
限
す
る
よ
う
な
條
件
下
で
は
○
の
他
は
群
し
。

写
包
０

四
一
二
一

》



表（2）

(c)剛州定の:{113M

塒性列定綣果州互IIIIのｵⅡ開係数

(b)鰯炭による州定 (a)人物にkる州定
( ''=25) (N=46)

心
那
畢
に
於
け
る
方
法
論
の
愛
遜

一

ｒ
岬
塞
菜
小
ハ
Ｕ

１

ゆ

１１Ⅱ１
●

与
廿
▲

§４

ル
ｉ

ｌｉｌ

権
特性I' |E| L |G

“
｜
“
｜
“
’
－

１

“
｜
皿
一
一
一
心

配
一
一
一
孤
“

一
一
鎚
一
“
｜
“

Ｉ
ｌ
Ｅ
ｌ
Ｌ
ｌ
Ｇ

E･ ｡ | .3'
L･ l 1 ．28

I

’ G・g 1 ．68

以
上
の
三
疵
験
は
、
い
づ
れ
も
線
分
の
長
さ
の
比
較
で
あ
っ
て
、
物
理
的
知
兇
亀
ご
里
。
巴

月
吋
８
日
ざ
ロ
）
に
閥
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
此
虚
で
問
題
と
す
る
の
は
全
く
趣
遊
異
に
し
、
所
‐

訓
肚
稗
的
知
挺
（
ｇ
ｏ
目
月
月
の
耳
５
口
）
に
開
す
る
筏
嶮
で
あ
る
。
即
ち
肚
會
的
對
象
ａ
Ｏ
ｏ
区
‐

○
吾
①
具
）
に
對
す
る
知
蝿
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
人
間
な
り
、
そ
の
窮
腫
な
り
に
よ
っ
て
そ
の
人
の

知
能
（
冒
旦
厨
①
ロ
８
）
と
か
性
柘
亀
①
筋
目
画
罵
ｓ
等
の
特
性
角
目
ご
花
把
批
す
る
類
で

あ
る
。
此
の
極
の
知
兇
で
は
、
鍵
数
と
し
て
は
前
記
の
？
》
の
ロ
の
み
な
ら
ず
坪
も
開
係
す
る
”

鮎
で
、
物
理
的
知
妃
と
異
る
の
で
あ
る
。
此
の
潅
味
で
、
筏
雌
Ｄ
は
前
三
者
と
厩
別
さ
れ
る
。

（
咄
）

さ
て
、
ブ
ル
ン
ス
ウ
ィ
ッ
ク
は
、
五
に
よ
く
知
り
合
っ
て
居
る
軍
關
係
の
畢
生
四
六
名
（
知
能
叫

猯
数
［
．
Ｃ
は
九
○
内
至
一
四
○
）
遊
選
び
、
知
能
月
、
活
動
力
（
指
導
力
）
両
日
ロ
①
侭
己
、
人
堅

固
Ｐ
時
号
晨
ご
）
及
び
容
貌
の
（
の
。
○
巳
○
○
厨
）
の
川
極
の
特
性
に
つ
い
て
州
等
遊
行
わ
せ
た
。

此
等
の
結
果
の
平
均
滋
求
め
、
阿
諏
仙
等
間
の
祁
開
係
数
ｒ
遊
計
擁
し
た
結
采
が
、
表
倒
（
ａ
）
に

示
し
て
あ
る
。
魂
の
他
は
、
月
と
Ｆ
の
冊
は
．
ｇ
で
汲
低
、
国
と
伊
の
Ⅲ
が
．
国
で
妓
高
、

他
は
蝿
新
の
川
に
あ
る
。
次
に
此
の
四
六
名
に
つ
い
て
、
同
様
の
姿
勢
、
服
装
そ
の
他
條
件
遊
全
一

川
二
三

く
減
少
し
て
居
る
。
此
に
よ
っ
て
、
前
記
の
価
常
性
の
成
立
に
は
多
く
の
冨
鐙
数
が
協
力
す
る
事

演
が
樅
め
ら
れ
る
。

Ｄ
弼
瓜
に
よ
る
特
性
の
判
定

’

I

’



1

以
上
四
極
の
典
型
的
籏
験
に
つ
い
て
概
槻
し
、
此
等
の
特
徴
と
な
る
黙
は
、
此
を
表
側
に
要
約
し
た
。
要
す
る
に
、
古
典
的
精
祁

物
理
學
に
於
て
は
、
鍵
数
の
取
扱
い
が
一
元
的
系
統
的
で
あ
っ
た
の
が
、
次
第
に
多
元
的
系
統
的
な
精
祁
物
理
學
え
と
進
於
し
、
そ
れ
‐

（
郡
）

フ
ェ
レ
キ
ー
弓
巴
①
耳
、
シ
・
）
は
、
種
女
の
表
傭
を
示
し
た
篤
興
に
つ
い
て
、
此
の
種
の
憧
険
を
行
い
、
時
の
値
・
馬
駈
得
て
居
る
。

此
は
被
瞼
者
の
判
定
と
衝
際
嘉
反
の
表
傭
が
示
し
て
居
る
怖
締
と
が
非
常
に
よ
く
一
致
し
た
こ
と
註
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
前
記
知
能
に

つ
い
て
の
判
定
と
比
較
し
て
興
味
あ
る
辨
蛮
で
あ
る
。

對
し
て
、
皿
で
あ
っ
た
。

心
丸
畢
に
於
け
る
方
法
論
の
墾
遥
閥
二
四
・

く
側
一
に
し
て
斑
侭
を
と
り
、
此
れ
花
任
意
の
順
序
で
二
列
に
並
べ
た
も
の
花
作
っ
た
。
此
の
妬
腫
を
、
此
等
の
人
灸
を
全
然
知
ら
な
い
‐

心
理
學
専
攻
の
畢
生
二
五
名
に
見
せ
て
夫
凌
前
記
四
特
性
に
つ
い
て
七
鮎
法
で
品
等
荘
行
わ
せ
た
。
此
等
の
結
果
葹
夫
灸
の
特
性
可
①
、
‐

』
及
び
い
に
つ
い
て
平
均
し
、
前
記
と
同
様
に
し
て
求
め
た
Ｈ
の
値
が
表
②
（
ｂ
）
に
示
し
て
あ
る
。
此
の
場
合
は
、
（
孔
）
に
比
べ
て
、
い

づ
れ
の
開
の
値
も
等
し
く
高
く
な
っ
て
居
る
。
此
は
、
一
つ
の
特
性
で
優
れ
て
居
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
着
に
對
し
て
は
、
他
の
特
性
に
つ

い
て
も
優
れ
て
居
る
よ
う
に
判
断
さ
れ
易
い
傾
向
と
物
語
る
も
の
で
所
謂
後
光
効
果
（
困
陛
ｏ
‐
①
靜
鼻
）
で
あ
る
。
又
（
凡
）
と
（
ｂ
）
の
夫

凌
相
鱗
す
る
特
性
の
判
断
相
互
の
Ｈ
を
求
め
た
結
果
が
表
②
（
ｃ
）
で
あ
る
。
此
に
よ
れ
ば
、
容
貌
の
判
断
は
、
そ
の
人
を
知
る
（
の
）
苫
↑

否
侭
）
と
に
開
係
な
く
よ
く
一
致
す
る
が
、
知
能
目
、
Ｈ
に
於
て
は
一
致
の
程
度
が
雄
も
低
い
乙
と
遊
示
し
て
居
る
。
そ
の
他
の
性
裕
方

面
で
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
雨
者
の
中
間
程
度
で
あ
る
。
一
般
に
此
の
種
の
テ
ス
ト
の
安
岱
性
（
ぐ
巴
目
ご
）
は
、
こ
と
に
知
能
に
開
し
：

七
は
、
非
常
に
低
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
居
る
。
し
か
し
信
頼
性
角
呂
号
晨
ご
）
は
相
街
に
認
め
ら
れ
る
。
此
の
蛮
験
で
は
、
知
能
に

三
、
責
瞼
法
に
於
け
る
方
法
論
的
鍵
遜 『



口
表（3） 知孔に於けるTt験計弘法

－4型式の表示一一

結果の一般的1頃
向

態度の役割り

剥
窪
９
斗
鴬
鴎 ’

心
班
學
に
於
け
る
方
法
論
の
愛
鯛

轤
珪

渦
謂
賑
趣
獣

凋立愛敷の取扱

"ii1l!物理學的研
究於にける形式
的特筑

題目の分類

迩岱な型式で
鼓和jに行われた
年代

１
１
１
１
１

瓦好な條件下で
著しく細い識別
（識閾，差異閾
DL)態皮は問題
とならない

(但し,一般的に
注愈深くあるこ
と，剣断のカテ
ゴリーの数等は
考える）

一愛数の分離を
主張，併し媒介
愛敷によって結
合されたCll1sI-
erの中にあって

決定的でない。

遠近的に中性で
類一元的なｫ凧II
物理學

古典1'l鴨榊|!物理
學（悠挺的悶性
簡恥な測定）

程
怨
叫
’
て
戸
口
１
，

↓

程
醍
豊
霊
但
裡
ｌ
忍
否
ス
ト

程
堀
味
（
。
胃
日
①
詞
荷
）
…
．
：
．
．
…
・
…
．
．
…
：
：
…
・
・
：
．
・
・
・
．
（
の
負
葛
旨
の
い
の
昼
２
）
程
淵
等

19C，の中期
滞
州
樋
篝

一

近接的及び有機
侭的因子の著し
い寄與性：大な
る錨刷（恒常誤
差CE)

場の組織内に於
て可墾的に向け
られる態皮の重

要性と融辿性

岡形的饗數を，
合藩的な共愛化
によって，近接

的蕊救の1つか
ら系統的に分離

形態知職の力學
（場に於ける交
互作川）

1890年代

島
闘
凸
『
十
負
感
Ｈ
胤
沁

遠近的に中性で
多元的な箱ii111物
理學

感兜的媒介に開
係なく物理的對
灘に對する若し
〈安定された關
係（大なる恒常
比,C)
通方に焦鮎を定
めることについ

て比較的態皮の
固定

物の恒常性（物
af111學對象間の矼
槻的定位）

1910年代

迩隅的遥敷を，
主要な媒介墾数
から系統的に分
離,他のCucsは
不十分に制御

遠對近の多元的
な鞘1'l1物迎學

四
二
五

代表的に髪牝及
び共楚化する因
子のnctwo1．k中

に於ける統計的
分離故迩方の
瀕塊的研究

通方の多元的な
邦･刺1物理學 ．

鼎
鞘
霊
鑿
弾

｜怖緒に封しては
瓦好な結果(Y)
であるが靜的な
永縦的な特質に
對し-こはざ報で

ない

適度の態度的鑓
化のl腿さ，近接
的愛欺の吸い寄
與性

祗會的知亮
(m上愈的畷境に
於ける血佃的定
位）

1920年代

’
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一
方
、
疵
験
結
果
虚
理
に
關
し
て
は
、
從
來
も
統
計
法
が
利
用
さ
れ
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
般
近
特
に
相
關
係
数
の
脛
州
が
亜
要
肌
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
杜
會
知
尭
の
方
面
で
は
、
前
記
プ
ル
ン
ス
ウ
ィ
ッ
ク
や
フ
ェ
レ
キ
ー
等
の
研
究
が
あ
り
、
又
恒
常
性
の

（
唖
）

方
面
で
は
ブ
ル
ン
ス
ウ
ィ
ッ
ク
の
新
し
い
業
紙
が
發
表
さ
れ
て
居
る
。

（
旧
）

統
計
法
に
關
連
し
て
、
方
法
論
上
今
一
つ
重
要
な
那
攻
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（
国
警
閏
》
詞
．
シ
・
）
等
の
努
力
に
よ
る
推
計
學
（
陣
○
‐

ｏ
ｇ
の
胃
の
）
の
出
現
で
あ
っ
て
、
筏
験
計
註
法
が
心
理
學
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
分
け
要
因
配
列
在
験
法
（
園
ｇ
‐

○
国
巴
号
陛
四
〕
具
①
ｘ
月
昌
日
ｇ
蕨
）
が
、
大
い
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
肺
）
（
〃
）
（
肥
）

例
え
ば
、
動
物
心
理
學
え
の
應
用
と
し
て
、
ク
ル
ッ
チ
フ
イ
ル
ド
（
９
回
言
冥
篇
国
》
宛
．
い
）
及
び
ト
ー
ル
マ
ン
（
弓
巳
９
画
算
画
。
）

の
研
究
滋
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
此
は
ネ
ヅ
ミ
に
紐
を
引
か
せ
る
疵
験
で
、
五
種
の
鍵
数
が
あ
り
、
更
に
各
鍵
数
に
は
三
種
の
段
階
が

考
え
ら
れ
結
局
蝋
Ⅱ
画
畠
の
組
合
せ
に
よ
る
條
件
が
可
能
に
な
る
。
此
の
各
狗
の
條
件
に
ネ
ヅ
ミ
荘
配
世
し
て
蛮
駿
し
、
そ
の
結
果
没
（
皿
〉

分
散
分
析
法
で
研
究
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
よ
う
に
、
此
の
方
法
は
高
度
に
多
元
的
な
研
究
滋
可
能
な
ら
し
め
る
。
プ
ル
ン
ス
ウ
ィ
ッ
ク

は
、
同
様
の
方
法
逓
祗
會
的
知
尭
に
も
脳
用
し
て
居
る
。
更
に
又
同
氏
は
、
此
の
新
し
い
見
地
に
立
っ
て
恒
常
性
の
問
題
花
椰
ぴ
取
扱
つ

（
卯
）

て
居
る
。
此
の
研
究
に
於
て
は
、
從
來
の
研
究
が
多
元
的
で
も
系
統
的
で
あ
っ
た
の
遂
多
元
的
且
つ
代
表
的
烏
①
胃
①
、
①
具
胃
弓
の
）
に
改

め
た
こ
と
左
弧
調
し
て
居
る
。
即
ち
標
本
が
母
集
幽
の
性
便
を
代
表
す
る
よ
う
に
、
蛮
鹸
の
條
件
は
典
鴨
的
左
舩
汎
左
代
表
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
丞
弧
調
す
る
の
で
あ
る
。

心
理
學
に
於
け
る
方
法
論
の
愛
遜
閥
二
六

に
つ
れ
て
諸
愛
数
間
の
分
離
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
又
從
來
の
知
蝿
枅
究
が
主
と
し
て
物
理
的
對
象
亀
ご
匙
。
巴
轌

○
画
の
ｇ
）
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
の
が
、
妓
近
で
は
、
杜
介
的
對
象
に
も
向
け
ら
れ
、
所
訓
献
會
的
知
墨
の
研
究
が
勃
興
す
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
疵
験
鋒

｣

』



さ
て
初
め
に
記
し
た
よ
う
に
、
心
理
學
の
側
的
は
、
行
動
法
則
花
發
見
す
る
に
あ
る
が
、
術
、
半
に
詞
Ⅱ
【
（
○
・
両
）
と
記
述
し
て
も
、

両
に
對
す
る
○
や
国
の
關
係
は
複
雑
多
岐
を
極
め
、
此
の
開
係
溢
硴
立
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
心

理
學
が
糀
辮
科
學
（
国
〆
幽
昇
の
ｇ
の
ロ
８
）
滋
日
指
し
て
進
む
以
上
、
此
の
解
決
が
是
非
と
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
必
要
は
新
し

い
手
段
と
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
｜
－
１
－
ト
ン
（
ｚ
①
弓
８
口
》
目
）
が
微
分
秋
分
花
發
見
し
た
の
は
、
そ
の
物
理
學
的
研
究
の
必
要
に
迫
ら

れ
た
か
ら
で
あ
り
、
ピ
ア
ス
ン
亀
①
胃
印
○
口
、
尻
．
）
が
相
關
係
数
滋
見
出
し
た
の
も
、
そ
の
迩
傅
學
的
研
究
の
必
要
に
辿
ら
れ
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
心
理
興
る
發
股
の
た
め
に
は
、
撰
験
と
統
計
と
の
緊
密
な
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
同
吟
に
、
演
駄
上
又
統
計
上
新
た
な
有
力
な

あ
っ
た
。
心
理
學
の
發
股
の
た
め
に
は
、

る
方
法
の
出
現
が
望
ま
れ
る
課
で
あ
る
。

（
１
）

（
⑪
召
）

（
○
Ｊ
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

〈
、
）

国
○
目
〕
甑
画
ｐ
ゞ
國
剪
Ｏ
ｇ
只
同
〆
鷺
『
日
〕
呂
言
］
固
い
）
司
呂
○
さ
ぬ
ざ
ら
岩

国
日
自
切
君
弄
》
耐
．
．
ｍ
く
い
（
の
昌
勧
言
の
四
目
ｇ
”
ｏ
官
の
い
の
貝
呉
弓
①
ｂ
の
呂
的
。
○
｛
勺
い
）
、
、
｝
〕
○
｝
○
ぬ
言
四
］
伺
〆
も
日
笥
后
冒
厨
．
邑
当
．

目
｝
］
員
い
８
コ
の
》
Ｆ
Ｆ
》
シ
司
胃
３
『
冨
一
津
匡
ｅ
、
具
弓
⑦
月
の
頁
５
コ
。
邑
造
．

型
己
日
。
『
〕
”
・
弾
口
旦
シ
ゴ
号
夙
○
コ
．
冨
邑
目
言
昌
９
－
①
『
‐
Ｆ
胃
司
昌
こ
い
芦
○
口
畠
号
Ｑ
蟄
今
の
口
艶
ヨ
ユ
シ
ｇ
］
畳
い
、
邑
旨
．

固
守
の
邑
黒
の
旨
．
昇
員
》
○
日
目
ａ
の
的
匡
。
”
①
］
ロ
の
『
ぬ
碑
ロ
豊
①
一
厨
や
い
胃
彦
○
さ
四
ｍ
ｎ
画
の
ロ
月
旦
も
の
己
の
言
⑦
、
邑
設
．

四
○
蚕
ユ
ご
『
》
国
圃
〕
ロ
ー
ロ
⑦
３
ｍ
ｍ
の
口
云
○
口
い
冨
冒
号
『
、
呂
昌
ご
的
①
．
ｇ
闇
．

雪
国
日
石
。
．
”
の
『
、
、
、
管
ｑ
８
９
号
ロ
同
旨
壺
吊
、
ご
○
。
日
一
⑦
口
昼
○
コ
己
身
同
旨
切
言
］
旨
。
”
匡
口
旦
己
の
ご
巨
口
的
騨
員
ユ
ー
⑦
⑦
⑦
の
国
］
鼻
○
国
切
冨
『
届
．
ｇ
葛
．

国
．
白
い
三
房
迄
㈲
・
竜
辱
ウ
負
甸
騨
舌
の
己
Ｉ
〉
。
＆
賂
の
ヨ
９
膳
己
二
○
○
ｍ
国
］
弄
○
ロ
仙
貫
冒
圃
旨
旦
の
『
］
匡
幽
の
ｐ
ｅ
Ｈ
ｃ
函
○
．

１
脚
且
９
鼻
い
冨
具
》
閥
．
旨
・
も
§
頁
邑
ぃ
胃
・
８
ョ
吻
曾
ｏ
く
旨
の
畠
ぐ
冒
冒
Ｑ
“
邑
葛
．

且

印
言
警
秒
目
》
旨
．
戸
．
】
シ
切
曾
ｓ
、
○
国
国
旦
冨
旦
口
匙
ｎ
ｏ
ｐ
い
風
の
貝
ぐ
冒
旦
］
の
。
○
日
の
。
巳
８
．
，
国
ロ
Ｑ
》
ご
易
．

心
那
畢
に
於
け
る
方
法
論
の
愛
遜
四
二
七

●

文
献

’

｜
『

．

L

l

’
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〕
の
②
⑭ 心

洲
鼎
に
於
け
る
方
法
流
の
愛
遜
四
二
八

夕
『
⑦
ご
貝
．
○
○
・
》
目
ゴ
の
Ｈ
里
異
さ
冒
具
℃
の
『
ｍ
Ｏ
ｐ
白
冒
く
・
《
『
ｇ
丘
吻
さ
Ｑ
の
四
句
の
具
く
耐
匡
呈
、
０
．
ｍ
両
ロ
う
ぐ
ｎ
ｏ
胃
の
旨
〔
旨
口
さ
閉
め
肩
の
閏
己
さ
『
冒
．
］
饅
ろ
．

、

Ｌ

国
『
日
〕
切
乏
鼻
・
圃
・
・
ｍ
ｏ
ｇ
己
も
の
『
の
。
で
雪
○
コ
○
「
（
『
己
一
切
津
，
○
日
も
｝
５
８
”
昂
巨
扇
．
Ｈ
む
ぃ
醜
．

蜀
の
］
鼻
気
》
シ
・
ゞ
甸
の
里
ヨ
ぬ
い
麺
ゴ
ユ
の
目
只
】
○
．
切
・
邑
壌
．

Ｑ

国
冒
。
い
乏
弄
ゞ
同
》
目
三
づ
ぬ
８
ｍ
母
国
ｇ
、
儲
ョ
函
の
胃
角
一
彦
『
の
○
『
『
の
毎
重
ｇ
〕
８
の
認
９
日
】
苗
．
ご
き
、

両
且
宅
●
、
胃
号
ゞ
諺
．
Ｆ
・
・
両
〆
石
⑲
ご
ヨ
ロ
貝
匙
ロ
の
切
狩
コ
ョ
宅
甥
ｇ
ｏ
ざ
四
の
己
詞
①
い
の
質
ユ
］
．
ｇ
９
．

Ｑ
昌
呂
瀞
昼
〕
罰
切
》
両
副
凰
の
日
毎
ｇ
ｏ
『
芭
骨
、
狩
口
曽
己
緯
国
創
一
》
且
切
具
ぐ
胃
】
創
胃
の
、
豊
巨
里
国
『
＆
冒
穏
胃
｝
一
○
旨
唱
（
哩
己
勇
胃
『
］
日
（
し
昌
呉
５
コ
．

ｌ
》
目
の
号
（
の
目
冒
３
・
周
回
の
『
鱒
の
潔
冒
員
屋
『
の
〕
。
の
ヨ
ョ
習
昌
月
ご
↓
富
国
（
．
ｇ
９
．

１
１
１
画
。
。
目
ｏ
］
曽
禅
。
》
同
ｐ
・
冨
匡
言
亘
の
‐
国
司
］
鯉
匡
①
全
＄
肩
口
き
『
。
×
も
の
ゴ
ョ
ロ
ョ
の
］
昌
・
○
写
言
、
旨
君
国
の
（
］
○
邑
旦
ず
号
豐
、
一
○
『
・
嵩
置
。
、

早

国
『
ロ
ゴ
り
ぐ
斧
》
両
．
秒
冒
竺
詞
。
一
誌
『
．
Ｆ
・
両
ヨ
今
匡
の
雷
Ｉ
Ｑ
国
烈
弄
言
『
。
、
旦
局
］
‐
巨
呉
扇
］
Ｏ
『
房
『
○
①
め
討
實
ｏ
『
・
邑
弓
．

国
目
己
ｍ
鼠
弄
》
因
》
ロ
冨
己
ざ
ｐ
一
切
、
－
．
ｍ
具
石
野
ｏ
の
宮
５
口
“
、
一
隠
〆
５
．
い
冨
口
Ｑ
昌
画
『
の
頁
⑦
い
ゐ
冒
雷
ご
く
①
腿
冒
亘
の
具
ｍ
－
Ｅ
謹
言
○
口
．
ご
堂
．

も

■
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